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6 「釈初総譬中有六。一化主譬、二化処譬、三教門、四所化、五化意、六根性。亦不得増減。此不異旧。」([菅]
上:350。X27、no. 582、p. 476、c24-p. 477、a1)を参照。『義疏』には「就總譬中更開六譬。一化主譬。二化處譬。
三教門譬。四所化人譬。五化意譬。六根性譬。」(T34、no. 1721、p. 52、c21-23) とある。 
7 『統略』には「釈初総譬中有六。一化主譬、二化処譬、三教門、四所化、五化意、六根性。亦不得増減。此不異
旧。」([菅]上:350。X27、no. 582、p. 476、c24-p. 477、a1)とあり、『義疏』には「就總譬中更開六譬。一化主譬。
二化處譬。三教門譬。四所化人譬。五化意譬。六根性譬。」(T34、no. 1721、p. 52、c21-23) とあるのを参照。 
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して、「唯有一門」(T9、no. 262、p. 12、b15)は教門譬を示す箇所である。「多諸人衆」(T9、no. 262、
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不賜二乘、故若偏賜。今三病既消、大機並發、等與大車。(T34、no. 1721、p. 527、b16-19) 
第一に、平等に[大車を]与える章門を標し、第二に、大車の章門を標する。与えられる人は一
人ではないので、「各賜」(T9、no. 262、p. 12、c18)という。「等一」 (T9、no. 262、p. 12、
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9 『法華義疏』卷第五、｢中根之徒未能忘言領法、故聞法說不解。而能虛心待譬、故為說譬喻。又隨風俗演教不同。」
(T34、no. 1721、p. 511、b29-c2)を参照。  
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たりするべきではないと強調している。『義疏』の六譬は、言葉遣いに多少の相違はあるが、意味は



































                                                          
10 『法華義疏』卷第五、｢就此六譬合成五雙｡」(T34、no. 1721、p. 520、b15)を参照。  
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11 「義二者、明大車即是自徳余之二種謂化他徳。前長者譬中、亦前嘆自徳、次嘆化他。就釈車中、又開為二。初
釈大二釈車。」([菅]上:356。X27, no. 582、p. 479、a4-7) 
12 「釈大有二。初明累無不尽。二辨徳無不円。」([菅]上:356。X27、no. 582、p. 479、a7-8) 
13 「第二釈車。亦開為二。前明車外荘厳。喩仏外徳。次辨車内荘厳、譬仏内徳。」([菅]上:357。(X27、no. 582、
p. 479、a15-16) 
14 「又合三車中、大車仏自分明。作如是合。」([菅]上:359。X27、no. 582、p. 480、a1-2) 
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ら 19 箇所を取り上げて『統略』と『義疏』の『法華経』の引用状況を対照すると、19 箇所のうち、
内容が類似している箇所は 6 箇所であり、相違する箇所は 10 箇所である。当てはまる場所がない箇
所は 3 箇所である。大車と白牛に分けてみると、大車の部分では 11 箇所あり、白牛の部分では 8 箇
所ある。大車の 11 箇所のうち、内容が類似している箇所は 4 箇所であり、相違する箇所は 6 箇所で
ある。当てはまる箇所がない箇所は 1 である。一方、白牛の 8 箇所のうち、内容が類似している箇所
が 2 箇所であり、相違する箇所が 4 箇所である。当てはまる箇所がない箇所は 2 である。 












                                                          
15 「又涅槃経嘆仏為大悲牛。又智慧居前、明於自徳。慈悲在後、即化他徳。如前有於車、後将牛運。即是相生次











智慧亦爾。能摧於邪、能顕於正。」([菅]上:357。X27、no. 582、p. 479、a15-10) 
18 「有大筋力者。上明慧體今明慧用也。照用之深能斷大惑普載之重適道之遠而無疲極。具此四義為大筋力。」(T34、
no. 1721、p. 528、b17-19) 
19 「有大筋力者、第三嘆用。初嘆抜苦与楽二用能抜二死之大苦能与三徳之大楽。異小慈悲、故名有大筋力。」([菅]
上:359。X27、no. 582、p. 480、a16-18) 
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十，或至三十，在此宅中。」(T9、no. 262、p. 12、b16-19) について、火に焼かれた壁や柱などにつ
いて『義疏』は詳しく解釈しているが、主に強調されているのは無常である25。『統略』に一児とあ
る箇所が、『義疏』では菩薩となっているところもある26。『統略』には大車や一車と同じく一を強
                                                          
20 「上其家広大、総叙火宅、総喩三界」([菅]上:352。X27、no. 582、p. 477、b11-13) 
21 『法華義疏』巻第六、「三界無安猶如火宅。常有生老病死憂患。如是等火熾燃不息也。(T34, no. 1721, p. 536、
c21-23)  
22 「大慈与楽為田、大悲抜苦為宅。」 ([菅]上:363。X27、no. 582、p. 481、b3-5) 
23 『法華義疏』巻第六、「多有田宅。智斷具足能生物善為田。慈悲覆陰稱之為宅。又養命曰田。安身為宅。法寶






前総後別。蓋是聖説常儀解義恒法。」([菅]上:351-352。X27、no. 582、p. 477、b1-13) 
25 「所言四者、墻為外壁為内。如宍為外筋為内。柱為下樑為上。身下分骨為柱、上分骨為樑。此之内外、皆是大
期無常。念念生滅、故喩頽落乃至傾斜。書云、外墻為垣、内墻為墻。墻猶城也。宅中垣謂壁也。」([菅]上:352。
X27、no. 582、p. 477、b14-17)、 『法華義疏』巻第六、「有為之法凡有三聚。一色二心三非色非心。牆壁頹落謂
色法無常。梁棟傾危謂心法無常。柱根腐敗謂非色非心法無常。色法既麁無常相顯故在初說之。心法微細無常相微故
在後說。非色非心命根能連持色心故在中間說也。」(T34、no. 1721、p. 522、a12-b5) 
26 「長者諸子。第六根性譬。據昔三根迴流不定。是故安或。約今昔者。雖有三十。終成一兒。」([菅]上:353。X27、
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no.582、p.477、c8-9)、『法華義疏』卷第五、「聲聞之人若不值佛即成緣覺。以不定故所以言或。三者昔雖有三乘
根性終並成菩薩｡」(T34、 no. 1721、p. 522、c25-p. 523、a2) 
27 『法華義疏』卷 4「2 方便品」:「立一廢三」(T34、no. 1721、p. 507、a1) 
28 『法華義疏』卷 4「2 方便品」:「今廢三乘則直至佛道故云直也。但說無上道者明立實也。昔廢實立權。今廢權
立實也。」(T34、no. 1721、p. 510、c3-5) 
29 『法華義疏』卷 6「3 譬喻品」:「下明等賜即是有一。將明一有宜辨三無。」(T34、no. 1721、p. 527、a12-13) 『法
華義疏』卷 6「3 譬喻品」:「佛昔說有三。今教明無三。」(T34、no. 1721、p. 527、a20-21) 
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中空地亦爾。」(T34、no. 1721、p. 526、b14-17) 
また、「於四衢露地而坐」(T9、no. 262、p. 12、c14-15)とは、三界の外には登るべき三車がな
いと顕そうとするのである。また、先に三界の宅におり、今すでにその宅から出たので、露地と
                                                          
30 三桐[1975]には「露路」とあるが、「露地」と同じであろう。 
吉蔵『法華統略』釈譬喩品の研究 


































創価大学大学院紀要・第 36 集・2014 年 12 月 





























                                                          
31 『法華義疏』巻第五、「四諦譬四衢。斷四諦下惑盡、通達四諦。如路之四達為衢。露地者、既斷四諦下正使盡、
亦無蓋纏、故稱露地也。而坐者、因中修行如馳走、得果究竟為安坐。」(T34、no. 1721、p. 526、b9-12) 
32 「解索車譬。此文近接上生。以五処求車無従、故就父索也。昔以索車為難。今観甚易。亦美意非一。作七義釈之。」
([菅]上:354。X27、no. 582、p. 478、b5-7) 
33 『法華玄論』巻第六、「索車義釋有二重」(T34、no. 1720、p. 407、c1) 
34 『法華玄論』巻第六、「二乘人果滿息求不復修行。故名安座。可得有索未出門。菩薩本知車非正使門外。出門菩
薩故自知之。則始終二人俱有前進之義。無安座之理。是以菩薩無索車義也。」(T34、no. 1720、p. 409、b7-10) 
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35 「一為成等賜。明道理有一、故賜子一。将欲明道理有一、必須前辨三無。三無若成、有一便顕。索車者、顕三
無也。門外有三、即乗之而遊。不就父索。以其索三、故知無三。以其無三、方得賜一。旧謂賜索相違。今観為符契。」
([菅]上:354。X27、no. 582、p. 478、b7-11) 
36 「二者欲明索少賜多称嘆仏徳。索三即賜小也。賜一者、謂賜多也。如涅槃云、汝今従我求正法宝。値我多有能
相恵施。」([菅]上:355。X27、no. 582、p. 478、b11-13) 
37 「三明索偽賜真。如子索魚目父賜夜光。亦是称嘆仏也。」([菅]上:355。 X27、no. 582、p. 478、b13-14) 
38 「四者用子釈父。前明虚指門外権説有三。子出門外、遂見有三、父権便壊。以其索三、則門外無三、則権三義
成。」([菅]上:355。X27、no. 582、p. 478、b14-16) 
39 「五者欲分利鈍不同。上根領於父意、知門外無車。是故不索。則身子之流。中根之人、不領父意、但執空言。
是故有索也。」([菅]上:355。X27、no. 582、p. 478、b16-19) 
40 「六示二種声聞。一者愚法。不知権有実無。是故有索。二不愚法。知権有実無。是故不索。」([菅]上:355。X27、




上:355。X27、no. 582、p. 478、b20-c3) 
42 『法華義疏』巻第六「3 譬喻品」:「索車者大乘機發也。賜車者為說一乘也。」(T34、no. 1721、p .526、c9-10) 
43 『法華義疏』巻第六、「即知三乘非是究竟。亦應即知一乘是究竟。云何復有索也。」(T34、no. 1721、p. 526、
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c18-19) 
44 『法華義疏』巻第六「3 譬喻品」:「如其有三則不索三。以其索三故知無三。在三既無一有便顯。故方得賜一也。」
(T34、no. 1721、p. 527、a14-16) 
45 『法華義疏』巻第六、「但索車譬凡有二門。一者無索假設索譬。二約疑情明有索也。言無索而假設索譬者凡有
二義。一者欲顯三乘是方便。二欲顯一乘是真實。顯三乘是方便明道理無三。顯一乘是真實亦道理有一。」(T34、
no.  1721、p. 526、c22-p. 527、a2) 
46 『法華義疏』巻第六、「此教所興正為破執三乘是實。故宜明三乘是方便。即是開方便門。然後始得顯真實義。







1720、p. 412、b1-5) 平井 [1996] pp. 128-130 を参照。 
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